
なまえ　（ ）

ponnto tewo utte, 

dakara watashiwa doushitemo

だから　わたしは　どうしても

nezumisannniwa kanawanaiyo」 

ねずみさんには　かなわないよ

なるほど　と　ねずみの　おとうさんは

konndokoso honntouni

こんどこそ　ほんとうに

shinnkara kannshinn shitayouni,

しんから　かんしん　したように

と　にこにこ　しながら

 ibatte kaette ikimashita

いばって　かえって　いきました

ぽんと　てを　うって、

「korewa imamade kiga tsukanakatta

これは　いままで　きが　つかなかった

jaa watashidomoga yononakade ichibann

じゃあ　わたしどもが　よのなかで　いちばん

 eraino desune arigatai arigatai」

えらいのですね　ありがたい　ありがたい

to nikoniko shinagara, 

♦次
つぎ

の文
ぶん

をひらがなになおしましょう。

ローマ字でむかしばなし 　　　　月　　　　　日

Nezumino yomeiri ⑧ 　［ねずみのよめいり］

「naruhodo」 to nezumino otousannwa,

こたえ
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